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た。その結果、WSPでは地点や深度により、古細菌群集構造が明瞭に異なることが判明した。全 24 の OUT
の内 71％に相当する 17 の OUTは、それぞれの水深に特異的であった。また、表層の全ての OUTは、他の
水深では検出されなかった。本研究で明らかにしたWSPの古細菌群集構造は、東部北太平洋のそれとは大
きく異なっており、海域により古細菌群集構造が異なっていることを示している。 WSP内調査点（St.K2）







によっては、テンプレート DNAとの結合部位近傍で 2種類の特異的 2次構造が形成されている可能性があ
ることを明らかにした。検討の結果、古細菌群集の定量 PCRには A109F1/A915Rのセットを用いるのが最
適である、と結論づけた。
　WSPの細菌密度について直接計数法を用いて測定した結果、WSP各地点での細菌密度は、表層 200 m ま














となっていること、表層においては Marine group IIのユーリアーキオータが、水深が深くなるにつれてクレ
ンアーキオータの割合が高くなることを明らかにしている。また、中深層の細菌群集構造が最も多様性が高
いことも明らかにしている。定量 PCRのプライマー選択に関して、これまで誰も行っていない詳細な解析
を行うことで、使用プライマーによっては過小評価結果しか得られないこと、その原因としてテンプレート
DNAとプライマーとの結合部位近傍で 2次構造を形成している可能性があることを明らかにしている。
　以上の知見は、これまで微生物群集構造に関する詳細なデータの空白海域であった西部北太平洋における
初めての定量的情報を提供している点で極めて重要であり、本研究で得られた成果は、今後の海洋微生物研
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究に大いに貢献するものであるといえる。また、定量 PCR実験時の度重なる失敗と蛍光プローブ法（CARD-
FISH）との真正細菌、古細菌数の差に関する考察から明らかにした定量 PCR使用プライマーに関する詳細
な検討により得られた結果も、今後の環境微生物の定量評価研究へ大いに貢献するものであることが高く評
価される。
　よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
